
２
０
３
５
年
に
は
、
全
人
口
の

３
人
に
１
人
が
６５
歳
以
上
、
５
人

に
１
人
が
７５
歳
以
上
の
後
期
高
齢

者
と
な
る
。
ま
す
ま
す
進
む
高
齢

化
が
社
会
に
及
ぼ
す
影
響
を
知

り
、
そ
れ
を
最
小
化
す
る
こ
と
が

必
要
だ
。
川
崎
市
に
あ
る
ナ
ノ
医

療
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｍ
）
で
は
、
病
が
気

に
な
ら
な
い
社
会
「
ス
マ
ー
ト
ラ

イ
フ
ケ
ア
社
会
」
の
実
現
を
目
指

し
続
け
て
い
る
。
川
崎
市
看
護
協

会
の
堀
田
彰
恵
会
長
と
川
崎
市
立

看
護
短
期
大
学
の
荒
木
田
美
香
子

教
授
か
ら
、
看
護
視
点
で
の
超
高

齢
社
会
の
課
題
に
つ
い
て
う
か
が

っ
た
。
課
題
の
正
確
な
理
解
が
、

工
学
と
の
融
合
を
促
進
す
る
。

堀
田
会
長
は
看
護
の
本
質
を

「
寄
り
添
う
か
た
ち
で
そ
の
人
ら

し
さ
を
維
持
す
る
」
こ
と
だ
と
す

る
。
超
高
齢
社
会
に
お
い
て
、
重

要
な
の
は
看
護
だ
け
で
な
く
社
会

全
体
の
協
力
で
あ
り
、「
看
護
師
が

一
番
寄
り
添
っ
た
立
場
で
目
の
前

の
人
の
医
療
的
ケ
ア
を
行
う
。
だ

が
、
そ
の
裏
に
は
多
数
の
人
の
協

力
が
不
可
欠
」
と
、
多
職
種
連
携

の
必
然
性
を
提
示
す
る
。

荒
木
田
教
授
は
、
超
高
齢
社
会

の
課
題
を
「
人
材
も
含
め
た
資
源

の
適
正
配
分
」
だ
と
に
ら
む
。

「
多
様
な
ケ
ア
が
必
要
な
ハ
イ
ケ

ア
患
者
以
外
で
は
、
疾
病
の
発
症

や
悪
化
防
止
の
段
階
で
と
ど
め
る

こ
と
が
重
要
だ
」
と
し
、
よ
り
効

率
化
、
重
点
化
が
進
ん
で
い
く
将

来
を
見
据
え
る
。

超
高
齢
社
会
で
の
看
護
で
は
、

デ
ー
タ
活
用
の
重
要
度
が
増
し
て

い
く
。
堀
田
会
長
は
地
域
包
括
ケ

ア
の
面
か
ら
「
退
院
時
に
、
病
院

の
看
護
師
か
ら
訪
問
看
護
師
へ
と

デ
ー
タ
を
共
有
す
る
看
看
連
携
が

大
切
だ
」
と
言
及
す
る
。
荒
木
田

教
授
は
「
大
学
と
し
て
行
政
と
連

携
し
、
医
療
や
保
険
の
ビ
ッ
グ
デ

ー
タ
を
活
用
し
た
統
計
的
な
解
析

研
究
を
進
め
る
こ
と
で
、
地
域
医

療
へ
の
貢
献
」
を
目
指
す
。

一
方
で
、
デ
ー
タ
に
関
し
て
は

「
個
人
情
報
保
護
の
壁
が
厚
い
」

と
活
用
に
い
た
ら
な
い
現
状
を
憂

う
。「
例
え
ば
、
災
害
時
に
人
工

呼
吸
器
が
必
要
な
人
が
ど
こ
に
い

る
の
か
正
確
に
把
握
で
き
な
い
」。

個
人
情
報
保
護
の
重
要
性
は
理
解

し
つ
つ
も
、
看
護
の
側
面
か
ら
は
、

「
新
た
な
仕
組
み
が
必
要
」
だ
と

語
る
。

ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｍ
が
目
指
す
ス
マ
ー

ト
ラ
イ
フ
ケ
ア
社
会
の
実
現
に
向

け
、
看
護
現
場
か
ら
工
学
へ
の
期

待
は
高
ま
る
。
堀
田
会
長
は
「
教

育
、
人
材
育
成
の
場
に
お
け
る
目

に
見
え
な
い
ノ
ウ
ハ
ウ
の
継
承
を

助
け
る
技
術
」
を
望
む
。「
熟
練
看

護
師
の
情
報
収
集
力
や
判
断
力
は

簡
単
に
は
身
に
付
か
な
い
。
何
を

見
て
い
る
か
、
声
掛
け
の
タ
イ
ミ

ン
グ
と
い
っ
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
で

き
な
い
部
分
に
つ
い
て
、
眼
球
の

動
き
な
ど
、
分
析
の
技
術
を
使
っ

た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
な
ど
、
技

術
の
伝
承
を
助
け
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
」
を
欲
す
る
。

訪
問
看
護
割
合
が
増
加
す
る
未

来
で
は
、
看
護
師
が
判
断
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
事
項
が
大
幅
に
増

加
す
る
。
熟
練
の
判
断
の
継
承
は

こ
れ
か
ら
の
課
題
と
な
り
得
る
。

荒
木
田
教
授
は
「
ス
マ
ー
ト
ウ
ォ

ッ
チ
な
ど
を
用
い
た
生
体
デ
ー
タ

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
セ
ン
シ
ン
グ

技
術
の
発
展
」
を
望
む
。「
血
液

デ
ー
タ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
る
自

己
検
診
」
が
可
能
に
な
れ
ば
、
ナ

ー
ス
コ
ー
ル
ア
プ
リ
な
ど
と
連
携

す
る
こ
と
で
、
遠
隔
で
も
異
常
検

知
に
役
立
つ
。
ま
た
、
看
護
師
の

健
康
に
も
言
及
し
、「
２
交
替
勤

務
で
疲
労
の
蓄
積
が
激
し
い
。
疲

労
検
知
な
ど
も
で
き
る
よ
う
に
な

れ
ば
」
よ
り
安
全
で
安
心
な
医
療

の
提
供
が
可
能
に
な
る
。

看
護
理
工
学
会
が
１３
年
に
発
足

す
る
な
ど
、
看
護
と
工
学
の
連
携

は
進
ん
で
い
る
。
技
術
の
進
歩
に

よ
り
、
従
来
の
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら

変
化
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て

き
た
。「
こ
れ
ま
で
看
護
の
側
か
ら

発
信
を
あ
ま
り
し
て
こ
な
か
っ

た
。
服
薬
管
理
や
デ
バ
イ
ス
の
小

型
化
な
ど
、
実
現
す
れ
ば
働
き
方

が
変
化
す
る
」。
超
高
齢
社
会
を

支
え
る
看
護
資
源
の
充
実
に
は
、

現
場
の
意
見
を
反
映
し
た
適
切
な

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
導
入
に
よ
る
看

工
連
携
が
カ
ギ
を
握
る
。

看
護
の
未
来
を
語
る
堀
田
氏（
右
）と
荒
木
田
氏

超高齢社会、「看工連携」がカギに

ノウハウ継承など現場支援も
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寄
り
添
い
助
け
る
新
技
術
を


